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水利文化圏より見た江南開発史
一文化圏学習への一試論―-
長瀬 守＊ 
はじめに
昭和57年12月26日の読売新聞朝刊に「高校生，世界史離れ」と題する解説がなされ，世界史
教科書の採択率は 86. 7 1/oから 51. 7 1/oにまで落ちこんだとし，次のようにいう。
さて「世界史」を学ばないまま高校を出るのは，どういう弊害をもたらすか。さまざまな
指摘がある。たとえば「この国際化時代，世界的視野で物事を見つめ，判断する能力に影響
が出る」とか， 「現代の社会を把握するには，人間がたどってぎた道筋を知ることを抜きに
しては不可能」といった声も聞かれる。大学に進んだ場合でも，もっと現実的な影響が予想
される。一般教育の「政治学概論」や「経済原論」の講義で．ギリシャ・ローマ史やフラン
ス革命史，産業革命やアダム・スミスなどを体系的に学んできていない学生を相手に話しを
進める，という笑えない場面すら生じかねない。
受験に有利か否か，のみに走りがちな高校教育。新学習指導要領と共通一次の新科目編成
が生んだひずみは深刻だ。高校，大学教育の両面から早い治療が必要である。それも傷口が
これ以上広がらないうちに，である。
と指摘している。ょうやく高等学校学習指導要領を実施（昭和57年）しはじめた時点での「世
界史教育」への現状に対する危惧の念の表現として注目されよう。さらにこうした実態につい
て， 「世界史はこれでよいのか―—新教育課程を考える」（歴史と地理327 号）を特集し，そ
の深刻さを訴えている。こうした現状に対して筑波大学でもワークショップを計画し，高校の
① 
現状への認識と大学の対応のあり方について検討した。また昭和邸年8月の総合歴史教育研究
② 会でのシンポジューム「高校歴史とカリキュラム」において，現状分析と世界史離れの打開策
が検討され，その折にこうした歴史離れは，カリキュラムの作成のしかたと教材のくみこみ方
により，かなり救うことがでぎるとの発言が注目された。
このような現状認識に立つとき，今回の学習指導要領を一方的に非難するばかりでは能がな
い。学習指導要領の枠ぐみの中でどのように発展させるかという前向・きの姿勢でとりくむこと
が一層重要である。ワークショップの席上で，『現代社会』の「人間生活における文化」事項
＊ 筑波大学歴史人類学系教授
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の延長線上で 2。3年生の世界史を発展させる案が提示され注目された。工夫によって生徒へ
の興味と世界史への参加をかぎ立てることが必ずしも不可能でないことを知る必要があろう。
かかる点で57年度実施の学習指導要領で強調される文化圏学習。テーマ学習は，世界史の関
心・興味を高めるのに最も有効なものであろう。これの教材化をはかり生徒の自主的学習活動
に結びつけ，学習の活性化をはかることも重要である。その際，教！斗書に出てくる文化圏の枠
③ 
ぐみにとらわれることなく，一応は教科書に即応しつつ新しい文化圏にくみかえて，テーマ学
習をすることも有効であろう。アジア地域における文化圏として，
①東シナ而文化圏 ②儒教文化圏 ③漠字文化圏 ④仏教文化圏 ⑤水利文化圏
⑥照葉樹林文化圏 ⑦雑殻文化圏
などがくみかえの中から数多く浮かんでくる。そうしてこれらは『現代社会』にも連動してい
る。ここでは「水利文化圏」をテーマとして検討してみることにする。
ー、水利文化圏の性格
教科書にみられる隋唐以降の中国史の発展を，江南開発史という面からとらえようとすると，
そこに水利文化圏という世界史教材における文化圏学習のテーマが浮かびあがる。文化圏とい
うのは， 「ある地域空間において共通の文化要素，あるいは有機的に一体化した政治文化構造
が認められる領域を指す」と規定すると，構成要素によって生態空間をどう切るかにより幾多
の文化圏がでぎるともいえよう。
ここで取り扱う水利文化圏 (HydroCulture Area)という概念は，まだ学問的に十分成熟
しているものではないが，一応次のように考えうると思う。天水をこえたもっと広範な且つ複
合した水利を基底にもった社会であり，華北・江南を含めた中国地域，日本，東南アジアを含
めて一つの共通性をもつ areaを考える。もう少し詳しくいうと，アジアの歴史の中で最も特
徴的といわれるのは水田社会であり，それは水稲栽培を生産の基盤にもち，これを通じて凡ゆ
④ 
る政治＂経済。社会・文化の分野に連動して一つの有機的連帯地域を形成する。従ってそこに
は伝統的水利文化の価値体系をもつ技術（木利技術鬱農業技術。農具），思想（水利思想），鬱攀鬱〇
法制社会（水利法警慣習法），集団倫理（水利共同体）をはじめ，もっと広範囲の生活形態，
文化形態，経済形態にいたるまで，水との関連によって類似的共通性的なものが存在している。
このようにみてくると，水利社会（水田社会）を基盤としてそこに文化複合の結合形式が共通． 
的に存在する地域，または文化複合の一・ニの要素が一つの広がりをもって存在する地域を. . 
「水利文化圏」とよぶことがでぎる。
アジア社会を一つの水利文化圏という構図で把握することは，水利文化圏を形成するいくつ
-2-
筑波社会科研究第3号(1984)
かの要素が地域社会ないし民族をこえて一つの内面的結合と発展をはかったことを前提とする。
従って水利文化圏の性格を明確にすることは，逆にアジア社会の特質を究明する途でもあり，
砂漠社会や西欧型畑作社会の本質的差異を考究することになり，東アジアの歴史の再認識に通
ずるものである。
さて，水利文化圏の特質をあげると次のようである。
1. 水稲栽培の永続性 水の問題さえ解消すれば経済的に存立し，水田の水の効用を重視し，
無肥料連作でもかなりの収羅がある。ここから高い人口扶養力，伝統的風土が形成される。
2. 水田社会の労働力 水稲は中耕除作物として手間のかかる栽培作物である。従ってここで
は労働集約型農業が展開し，人間の価値は不当に取り扱われる。労働は素手のまま耕地に濫
費され，西欧農業のように機械化の幅は決して広くない。
⑤ 
3. 専制支配と天の思想 灌漑。治水に対して専制支配権力を必要とする古代デスポティズム
論の存在は周知の事実であるが，江南水田経営を例にとっても，用水管理・排水管理におい
て官僚。豪族の頂点に天子が存在する重層的支配体制をみる。また天命を核とする災異説・
天譴説が強化される。しかし江南の生産基盤が国家経済のコアに組みいれられると，新しい
工学的農業観。世界観が形成され，自然的呪術観からの脱皮がはかられたが，なお伝統的天
命思想は強く生き続けた。
4. 農業技術 中耕除草作物形態では農業機械導入の幅は狭いが，しかし徐々に畜力据耕の発
展一梨耕体系により停滞性を打破しつつあった。これは実用主義的自然観による新しい農
業観として，宋以後の農書に，高度の農業。水利の技術として結実している。
5. 農業水利集団の性格 集団は同一水系を中心として結成され，下から累加的に大水系に統
合される重層性格をもつ。従って集団は必ずしも郷村と一致せず，一郷村内に数集団が存在
したり，集団内にいくつかの郷村が包摂されることもある。そこにおける共同性は，水利権
に対してのみの限定的なものとみる。すなわち，耕作する田畝面積に応じて労働力提供，そ
れに対応した水へ利権獲得，という方程式をもつ。そして各成員が平等で自律的性格をもち，
集団自体が自己保障的であり，公権は寧ろこれを安定せしめ生産力発展のために，側面的に
保障の役割を果し，内部介入は極力避けようとする。
以上のような要素（性格）が水利文化圏としてあげられる。これらが凡て十全の形で存在す
るものではなく，歴史的変遷の過程で矛盾・変質。消滅してゆくもの，新しい意味を付与され
るものもある。
二、開発前線としての江南デルタ地帯
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世界史の教科書では，江南開発の最初を南朝におき隋唐へとつなげるが，そのコアとして何
が軸となって発展したかを説かない。ここでは水利田とクリークの位置づけが重要となってく
る。太湖を中心とするデルタ地域の地勢は，東は松江，西はかって中江が流れ，この両江によ
り一線が引かれ，太湖に対し導水。排水の機能を果す。また常熟。上海を結ぶ線と嘉興。金山
。上海を結ぶ線の外側は梢微高地となっている。太湖の北は南京台地，南の湖少Mは高地より天
目山系へ，会稽の高地は会稽山系に続く。雨期には台地・山系からの水は太湖に注ぎ，松江・
中江の流域低窪地は白水状態を現出する。デルタ地帯の水利は排水主義の立場で貫徹されてい
る。
この地域の開発は，先秦時代の呉にはじまる。蘇州を中心に交通を整備し，その文化は苔水
⑥ 
流域を包摂し，次第に山郷の利用にのりだした。漠代には北来の漠人による定住開発が徐々に
進み，蘇州鬱湖州の地はデルタ開発の最初の拠点となり，跛・塘。渠による開発と水田経営，
蘇州を中心とした運河網の整備にあった。三国時代の呉のとき，南応台地がデルタのコアとな
り，蘇州より東南浙北の運河網は，中江を介して建業に結ばれ，湖州安吉梅渓鎮に邸閣が設け
られ，陸上より建業の補給に備えた。晋では南京台地の定住が進み，南朝では交通・灌漑施設
の整備，種麦。種桑の奨励がなされた。隋唐では，大運河の建設により，江寧（上元）より寧
ろ杭州の都市的地位が向上し，五代より宋にいたり，デルタ地域の統合・再編は急速に進み，
華北の人口が移動し，山郷周辺の定住に見合う扇状周辺は跛塘の灌漑がなされ，これと並行し
て平地の手肖高阜地が開発され，ついで低窪地の干拓鬱土地利用が進められた。
この低窪地の土地開発が坪田といわれるもので太湖の東・西（浙西。江東）に広く分布し，
堤防によって中の水田を保護した輪中型水田経営であった。先ず東側の浙西地域から述べよう。
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唐末より北宋中葉までは縦浦横塘（松江の南北にわたって縦浦を，これとクロスさせ横堀を作
る）をつくり濯排水機能をもたせ高田区の水田を経営した。このクリークを延長して松江低在
地の徘水も兼ねさせた結集，低窪地でも水田経営がなされた。こうしてクリーク網の密度が高
まり水田経営が能率化してゆく反而，ここで使用された堰組織は舟運に不便のため次第に破壊
されはじめた。これにより満潮時に潮がクリークより水田に浸入し水稲田は塩化現象をおこし書
高低田区とも荒蕪不毛の地になりはじめた。そこで北宋中葉（熙睾ごろ）よりこの地域の再開
発が提唱され（郷賣の三十六浦の開拓）たが，江東の貴顕の反対の力が強く結実しなかった。
北宋末には江東の開発がゆぎづまり，浙西の荒蕪地の再開発に目が向けられ，趙牒の治水事業
を契機に国家や貴顕が開発に力を注ぎはじめ，濯排水施設として間組織に改めた。これにより
舟揖の便と水田の再活性化がなされた。浙西の再開発は国家・貴顕という大きな財力（資本）
をもつ勢力であり，しかもこの地域は公田的性格が強かったので開発も容易であったと思われ
る。これら浙西地域は北宋末より南宋にかけて生産の主力を担う重要地帯として国家では「囲
田群地帯」に指定し，元ではこれが定着して「囲」が行政区画の単位ともなった。
一方，太湖の西側に広がる江東地帯では，最初から汀••田群地域として一貫し，ここでは統計
上からみると民田が多く官田が少なく，北宋中ごろまでは江東i子田派の勢力の方が浙西治水派
（囲田派）より強力であった。その間にはこの地域の開発も進展したが，次第に治水派（囲田
派）の勢力の伸張によって牙田派がおさえられるに従い，この地域の発展も阻止されたようで
ある。 （宋）と至正金陵新志（元）の田土統計額を比較してみると，その田数に余
り差がないことは，宋代の開発以来，元にいたるまで余り変化がなかったこと一ー開発の停滞
を意味しているといえよう。元では税糧第一主義の立場から貴顕の欺隠田を調癒してこれに課
税した（これが元の自実田土である）。この江東路の停滞性の背後には，単鍔の水利学で論ぜ
られた中江に存在した銀林伍堰の問題がある。この伍堰を堅固に組織化したため太湖に注ぐ水
が少なくなり，それだけ浙西の水患は減少したが，却って江東路の水患は増大した筈であり一
ーそれが汀東の発展を15月1卜1.たといえよう。
こうして囲。，庁田によって江南デルタの景観が形成されてくると，その内部の性格が変質し
てくる。それは①生産構造 ②郷村社会構造においてみることがでぎる。
①生産構造の変化
囲•月了田は堤防で水田をまもることに主力がある。囲まれた中の水田は，降雨により中にた
まった水を排水する施設を必要とする。従って中に縦横に大小のクリークをつくり，次第に大
きなクリークに連結し外囲の堤防外に排水する構造をもたねばならない。景観的にはクリーク
に囲まれた小単位水田が位位相接して，これらを包みこんだ外側の大堤防によってまもられた
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囲牙田景観が現出する。これを仮に原初的分ffとよべば，明以降ではこれらのクリークが埋塞
し排水機能を果さなくなり，そのための再開発としてクリークの開慇や径腔による月二田の分割
などを行い，その機能の再活性化と土地の高次利用をはかった。これが明清時代の分珂こであり，
その基盤は凡て宋元に整っていたといえる。こうしてクリーク網が最密となり灌排水が完備し
てくる中で堤防技術が高度化し，次第に低窪地への開発が促進され｀た。元代の五等囲岸体式で
は，クリークの水面と水田の高さを同じくしたものを一等とし，それより一尺田が高いものを
二等として五等まで区分した。明の五等岸式は，クリークの水面下にある水田を一等とし堤防
の底闊は15尺とし，水面と田高の同じものを二等として以下五等まで区分した。元より明の方
が低窪地開発へ進んでおり，それだけ堤防も堅固になってくる。また元明とも囲牙田の堤防の
高さを一定にしていること（元では水面から 7.5尺，明では 8尺）が注目される。これはクリ
ークより水田に水を濯ぐとき重要である。当時竜骨車を用い灌漑しているが，竜骨車の長さは
20尺であり，クリークに面した堤防を一定にしておけば，竜骨車をどこへ運んでもクリークよ
り水を水田に灌ぐのが容易となる。高密度のクリーク網と竜骨車の組みあわせで水田経営は飛
躍的に拡大し．「蘇湖熟すれば天下足る」（呉郡志巻50。雑志）の現象が表現されてくる。し
かし，在来のジャポニカ種を栽培したのでは生産は向上しないため，宋から「生育期間の短い，
洪水にもたえる」インディカを導入し，一年二作を発展させ，或いは米の裏作としての輪作体
系を推進した。ところがインディカは貯蔵がぎかないので地主。国家などは租税として認めな
かったから，耕作者はジャボニカとインディカの両種を栽培する必要があった。こうした輪作
体系・多毛作の発展は奪略農法の傾向をもつから，施肥の問題が重要となる。宋の陳男農書や
元の王禎農書に肥料について詳細な記録があるのも，こうした農業経営の反映であり，従来の
自然農法を脱却し人工（工学）的農法の確立を目ざしたものであぅう。
②郷村社会構造の変化
工学的農法の確立は一層輪作体系を推進し，それにより年間無休の農業となり，一年中労働
力を投下せねばならない。従って一戸の中で常時労働力を確保し，また労働力のフィードバッ
クが重要な課題となってくる。華北と江南デルタの経営面積（小農民の場合）を比較すると，
江南は華北の約怜の小経営であるのも，労働力と生産力の差に由来するものと考えられる。と
ころで，労働力をいつも一定に確保するためには家父長制または同族的な色彩を強化しておく
必要がある。江南に同族村落が多い所以もこうした背景を考慮せねばならない。
先にあげた竜骨車は一般に人踏醗車といわれるもので，ー車起水（みずあげ）では1,._, 2人
の労働であるが，数車起水では「田が高いときは多くの人力を用いるので，数家が相助け，日
を計って工におもむく」（王禎農書）といって，相互扶助ー農業水利集団内の小単位労働の
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結集が必要であり，ここにも集団の共同性がうかがえる。この人踏醗車の欠陥ー一人力投入一
を補うものとして，牛転翻車（牛力で起水する），水転翻車（水力で起水する）がでてきた。
発展的系譜からみれば，人力から牛力。水力へと進展したといえよう。しかしこの牛転。水転
の竜骨車は，その設置。運営には多くの経費を必要とし，一般農民には手がとどかないため，
有力戸か公田経営者に限られたものであろう。やはり一般農民は人踏の竜骨車を使用したと考
えられる。こうした水車発展の例でもわかるように，宋元時代には新しい農具が殆んど出そろ
い，この中には人民中国においても利用されているものがかなり見られる。そこには農具の生
命の長さ，農法の伝統性の強さをみることができよう。
江南デルタの有力戸（大土地所有者）はクリークに面した水田を多く経営し，田頭制といっ
て小作または手作地主層に対して権力をふるった。それがクリーク網の最密化にともない，ど
の水田もクリークに面するようになり，田頭（地主）はその権力をふるうことがでぎなくなり，
次第に崩壊していった。それを具体的にみると'; どの水田もクリークによって連繋でぎるよう
になると，田頭のもつクリークや畦を通らず収穫物や肥料を運搬することができ，瀧排水も田
頭と無関係に運用でき，凡ゆる点で田頭の下位に立つ必要がなくなり，平等の立場が主張され
るようになることを意味する。一方，排水機能の完備と輪作体系の発展は，次第に畑作景観を
現出させていった。 16。7世紀における上海県東部沿海高郷地とその隣接地蘇州府が中心であ
り，嘉定90%,上海50% , 太倉70%が棉花畑になった。この棉花は棉業発展に結びついた。浙
⑦ 
西の公田賦税は重かったが，こうした棉業などの副業生産により生計の余力を維持し，やがて
恒久的に折色解納されて棉業の発展に結びついた。しかしこれらは商業資本と土地所有者との
収奪のもとに許された限界内に嗣賄せざるをえなかった。農村とそこにおける工業化が完全に
切り離されることなく未分離のまま結合し，両者がその圏内で自己完結をなしたもので，それ
なりの発展を示しつつも，その限界を早くも露呈したものであり，これが近代化の阻止的条件
ともなったのである。
「湖広熟すれば天下足る」の諺が16世紀前半，明の正徳・嘉靖年間にできたとされ，その意
⑧ 
味するところは「一年二期作」に求められるという。しかし「蘇湖熟すれば・．．．」から「湖広
⑨ 
熟すれば・・・・」にどうして転換していったかという問題については必ずしも明確ではない。こ
の転換については浙西地域の水稲田の乾田化_.限りない田畑転換の拡大→~ 棉花栽培（或い
は輪作）の発展→ 蘇湖から湖広への米作地帯の転移へと連動している一面があるように考え
られる。こうして江南デルタの開発史は，伝統と革新がからみあいながら円環的発展を遂げて
きたといえよう。
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展望にかえて
水利文化圏では，水利のメカニズムを探ることが重要であり，それぞれの要素がそのメカニ
ズムの中でどんな役割りを果すかを考え，一つの体系化をはかることが基本である。例えば
「蘇湖熟すれば天下足る」という水田社会においては，基本的なものは水稲作であり，その発
展のメカニズムは，
クリークの最密化→ 間の役割→ 灌排水の機能化→ 乾田化→ 輪作化体系
となり，それを支えたものが広い意味での農具の発展と肥料の普及であり，社会構造としての
人間隻団のあり方であった。
こうしたモデル化が次第に発展確立化されてくると，日本。東南アジアの河川デルクにおけ
る開発前線の比較検討をする上に役立ってくる。そして近代的要素をもちつつ近代化が逹成で
ぎなかった要因を探ることによって，近現代史への展望をも開いてゆくことが可能てある。
文化圏学習は，文化圏を成立させている要素の有機的連関を体系的に理解することか！杞嬰て｀
あるとすれば，先の例でみるように生徒をしてその体系的メカニズムを種々工夫して組み立て
させて検討させることは，生徒の興味と関心を高めるものであろう。ただ全く予備知識無しに
かかる問題を与えるのでなく，どのように準備段階をしてゆくかが教師への課題となってくる。
註
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② この報告書は「高等学校学習指導要領の改訂に伴う昭和60年度以降の入学生に対するカリ
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⑧ 岩見宏「湖広熟天下足」（東洋史研究20-4)。
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